
新吉原火災と消防機器

この絵は、明治30年3月15日、浅草区新吉原、角

田TI番地の引手茶屋から発生した大火(焼損面積

12，400m'、焼失家屋 156戸、死者 2人、傷者14人)

を素材に、福原星湖ど L、う画家が描L、たものである 。

この絵のなかには、明治30年ごろに使用されて

いた消防機器等が描かれており、以ア、これら機

器の導入経過等について紹介する 。

O 消防用救助梯子

絵の中央の建物は、当時としては高層建物であ

り、消防用救助梯子と救助袋が描かれている 。

消防用救助梯子は、明治の中頃、イギリスから

輸入Lたもので、その諸元は、明治32年3月、東

陽堂どいう出版社が発行した『風俗画報臨時増刊』

「明治聖世消防図会」によると、 J欠のようなもの

てeあった。

「消防用救助梯子は鋼鉄製で、其長さ六十決ト

(約18m)にして、之に同じ長さなるヅック製の

細き袋を附着してあり、此袋は、楼上にて逃後れ

たる者、武は大切な書類器具類を投じ、静かにま也

上に透せしむ為めに用うるものといふ」ど記され

ている 。 これは、現在の梯子阜の前身どなるもの

である 。

O 消火栓

絵の右側中ほどに、水管幸各車と蒸気ポンプが、

また下方には消火栓が描かれている 。

消火栓は、東京市の水道敷設工事に並行して、

明治30年代の初めに誕生した。 当時の消火栓がど

のようなものであ ったかを、前記の風俗画報から

引用すると、

「消防の利器たる水道消火栓も、日ならずして

完成すれば、消防の方法も、自ずから変還を見る

に至らしむ。出火の報あるや、各消防分署(現在

の消防署)より駆送馬車を繰出し (駆送馬車どは、

水管を搭載せる馬車にして、消防手=現在の消防

士=及び指揮官として消防士=現在の消防司令長

または消防司令=一人これに来る )、各水管置場

よりは、手牽特車を牽き出し(是れは最寄に位す

る非番消防手)、各消防派出所よりは、蒸気布長

及車各車馬車を繰出して、現場に向ふ。現場に於ーミ)
ポンプ

は、蒸気明筒に従事すべき消防機関手も、此迄腕

用布品を使用せし消防手も、皆此の消火栓を使用

するものなり 。先ず鍵を以て、消火栓室の蓋を開

き、消火栓の覆冠をタトずし、是れに水管をF付着し

て、焼黒占に拡む(此消火栓は、噴ロニ個あるを以

て、同時にニ箇所に向って、水管を拡むことを得)。

水管焼黒占に達する頃、消火栓の根なる塞弁 『ボッ

クススノ fナ』を以て聞く時は、水は直ちに水管を

通じ、筒先より噴出す。此の水力は、止ヒ迄の蒸気

f断面の水力と大概同一なり」とある 。

消火栓が誕生したことにより、それまでの大火

は姿を消していった。

O 蒸気ポンプ

東京の消防では、明治17年に初めて蒸気ポンプ

をイギリスから輸入し、明治32年には国産イヒに成 1

l/Jした。 J

蒸気ポンプの国産化は、消火栓の設置と相ま っ

て、それまでの腕用ポンプどは比較にならないほ

どの消火能力を発揮した。

蒸気ポンプにまつわるエピソードとして、蒸気

ポンプは馬が5い、ていたので、当時の消防署には

馬，J、屋があり、現在でもその跡をとどめた庁舎が

残っており、獣医を置いていた。

また、蒸気ポンプは蒸気を動力として放水を行

うため、消防署の近くで火災が起こ った場合は、

蒸気が発生するまで20分近くかかるため、火災現

場の周辺を何回どなく回った後、放水を開始した

どL、う言舌1;'''9:支ってL、る 。

(東京消防斤図書資料室 白井和雄)



新吉原の大火(東京消防庁蔵)




